
（２）林分 
      

育種基本区 

遺伝子保存林（注１） 林木遺伝資源 

保存林 

（注２） 

森林生物遺伝

資源保存林 

（注３） 

生息域外保存林 生息域内保存林 

針葉樹 広葉樹 針葉樹 広葉樹 

北海道 
 箇所数 51 12 3 7 139 1 

 面積(ha) 351.04 51.17 7.98 34.31 2,665.58 5,400.07 

東 北 
 箇所数 56 0 0 0 49 3 

 面積(ha) 169.06 0.00 0.00 0.00 631.63 9,609.22 

関 東 
 箇所数 40 0 11 12 62 3 

 面積(ha) 173.22 0.00 189.37 187.93 2,616.83 4,193.54 

関 西 
 箇所数 48 0 11 10 38 2 

 面積(ha) 123.42 0.00 28.39 168.23 1,506.19 2,309.40 

九 州 
 箇所数 30 0 0 0 35 3 

 面積(ha) 73.98 0.00  0.00 0.00 1,925.16 13,570.49 

合 計 
 箇所数 224 12 25 29 323 12 

 面積(ha) 890.72 51.17  225.74 390.47 9,345.39 35,082.72 

（注１）遺伝子保存林 

     「林木の優良遺伝子群の保存について」（昭和 39年 11月 16日付け 39林野造第 1639

号最終改正平成 13年 3月 30日付け 12林整研第 174号）に基づき、現存する優良な天

然生林や人工林（採種源林分）を林木育種事業の遺伝子補給源として永続的に保存・活用

するため、当該優良林分が伐採される以前に種子を採取し、造成した優良遺伝子群の人工

林（生息域外保存）をいう。また、広葉樹等の育苗技術が未確立な樹種では、暫定的に生

息域をそのまま遺伝子保存林に指定しているもの（生息域内保存）もある。なお、表の生

息域外保存林の「箇所数」は後継林分（遺伝子保存林）の造成済み採種源林分数で、その

面積は後継林分の合計面積である。 

      関西育種基本区の採種源林分１カ所から関東育種基本区と関西育種基本区に後継林分

が設定されているので、生息域外保存林針葉樹の合計は１を引いた数となっている。 

 

（注２）林木遺伝資源保存林 

           平成元年 4月 11日付け元林野経第 25号「保護林の再編・拡充について」による「保

護林設定要領」（最終改正平成 22年 4月 15日付け 21林国経第 56号）に基づき、国有

林野に設定された保護林であり、主として林木の遺伝資源を対象として、森林生態系内に

広範に保存することを目的とする。 

 

（注３）森林生物遺伝資源保存林 

           平成元年 4月 11日付け元林野経第 25号「保護林の再編・拡充について」による「保

護林設定要領」（最終改正平成22年4月15日付け21林国経第56号）に基づき、国有林

野に設定された保護林であり、森林と一体となって森林生態系を構成する生物の遺伝資源

を対象として、森林生態系内に広範に保存することを目的とする。 


